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いちじくを
食べよう

不老不死の果物と呼ばれる「いちじく」は健康
効果が抜群！

いちじくは、血液をきれいにし、美容効果もあり、
胃腸のはたらきを助けるペクチンによって、腸の中
をきれいにしてくれるといわれています。
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読
者
の
広
場

雪
月
花

・旬のいちじく２個（150g位）の皮をむき、

適当な大きさに切り、容器に入れるかラッ

プに包んで1～２日冷凍庫で凍らせる

・ミキサーに冷凍いちじくと飲むヨーグルト

（250㏄）を入れ、スイッチを入れてかるく

混ぜ合わせる

・器に入れて出来上がり♪

※皮には食物繊維やポリフェノールが含まれ

ています

よく洗って皮を剥かずに使ってもOKです！

使用するヨーグルトは、 濃厚ヨーグルトが

おすすめです♪

～いちじくスムージー～簡単！

©よい食P

腸
内
環
境
を
良
く
し
て

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
♪
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─ 特 集 ─

第28回通常総代会開催
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〃
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〃
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岡
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﨑
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表
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〃
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原
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田

〃
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山

〃
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田
直
人

岩

出

〃

松
見
正
司

全
地
区

員
外
監
事

杉
山
文
敏

紀の里農業協同組合非常勤役員のご紹介

６月２０日、第２８回通常総代会が開催され、令和元年度事業報告や令和２年度の
事業計画、新役員の選任などについて承認をいただきました。
今回の特集では、新体制となったＪＡ紀の里の役員を紹介します。
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NEW SYSTEM 組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
代

表
理
事
組
合
長
に
選
任
頂
き
、職
責

の
重
大
さ
と
責
任
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
わ
が
国
経
済
は
、デ
フ
レ
脱

却
が
見
通
せ
な
い
中
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
悪

化
が
避
け
ら
れ
ず
、収
束
後
も
景
気

シ
ナ
リ
オ
は
厳
し
い
見
方
と
な
っ
て

お
り
、景
気
回
復
は
不
透
明
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

一
方
J
A
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

政
府
の
農
協
改
革
の
一
環
と
し
て
、

平
成
28
年
４
月
の
新
農
協
法
の
附

則
に「
准
組
合
員
利
用
規
制
に
つ
い

て
、令
和
３
年
３
月
に
検
討
を
加
え

て
結
論
を
得
る
」と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、規
制
改
革
推
進
会
議
か
ら
は

農
協
経
営
の
持
続
性
確
保
に
懸
念

を
示
す
と
と
も
に
、将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
J
A
経
営
が
で
き
る
よ
う

「
経
済
事
業
の
収
支
改
善
」に
取
り

組
む
べ
き
経
営
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、今
後
さ
ら
な
る
自
己
改
革

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、農
業
や
J
A
を
取
り
巻
く

環
境
は
、全
国
的
な
労
働
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
も
あ
り
年
々
厳
し
さ

が
増
し
て
い
ま
す
。

農
業
面
に
お
い
て
は
、さ
ら
に
進

む
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
農
業
生

産
基
盤
の
脆
弱
化
が
進
む
中
で
、農

地
の
保
全
や
担
い
手
対
策
や
労
働
力

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

J
A
経
営
に
つ
い
て
は
、組
合
員

皆
さ
ん
の
事
業
利
用
の
お
陰
で
事
業

量
は
堅
調
に
推
移
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、長
引
く
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
影
響
に
よ
る
利
ザ
ヤ
の

縮
小
に
よ
り
、特
に
信
用
事
業
に
お

い
て
今
後
の
収
益
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
ん
な
状
況
の
な
か

で
、和
歌
山
県
で
は
昨
年
度
か
ら
県

1
J
A
合
併
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、

J
A
紀
の
里
の
経
営
理
念
の『「
果

樹
・や
さ
い・
花
の
里
」「
ふ
る
里
」「
紀

の
里
」の
里
を
愛
し
、人
々
の
豊
か
な

心
を
育
み
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

ま
す
。』こ
の
経
営
理
念
の
も
と
、『
元

気
な
農
業
・
元
気
な
地
域
・
元
気
な

J
A
』を
基
本
方
針
と
し
て
、10
年

後
の
目
指
す
姿
に
向
け
中
期
３
カ
年

計
画
ま
た
年
度
の
事
業
計
画
の
実

践
を
組
合
員
の
皆
様
と
一
歩
一
歩

す
す
め
、自
己
改
革
の
最
大
の
目
標

の
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
に
向
け

て
の
農
業
振
興
と
と
も
に
、組
合
員

の
目
線
に
立
っ
た
J
A
運
営
と
よ
り

信
頼
頂
け
る
J
A
を
目
指
し
て
、役

職
員
一
致
団
結
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、組
合
員
皆
様

方
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援・ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Pro f i le

昭和31年生まれ
昭和55年 粉河町農協入組
平成23年 常務理事就任、新任
趣味／旅行
好きな言葉／｢思った通りにはならないが、やった
通りになる｣絵に描いた餅で終わらせない

代表理事組合長　岩
い わ

上
が み

昌
ま さ

義
よ し

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
代
表
理
事

専
務
と
い
う
重
責
を
拝
命
し
、身
に
余
る
光
栄
と

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。全
力
で

職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

管
内
の
農
業
は
全
国
で
も
有
数
の
果
樹
を
中
心

と
す
る
野
菜
・
花
の
周
年
供
給
産
地
で
す
。Ｊ
Ａ
紀

の
里
は
管
内
農
業
を
守
り
発
展
す
る
た
め
に
様
々

な
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。さ
ら
な
る

生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
り
持
続
可
能
な
農
業
経
営

を
全
力
で
支
援
し
、次
世
代
に
繋
ぐ
人
づ
く
り
と

新
規
に
農
業
に
挑
戦
す
る
若
者
が
増
え
る
よ
う
産

地
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
組
合
員・ご
利
用
者
の
皆
様
に
、安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
農
協
で
あ
り
続
け
る
た
め
、守
る

べ
き
と
こ
ろ
は
守
り
、変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
、

取
り
巻
く
環
境
に
応
じ
た
本
当
に
必
要
な
事
業
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
指
導
・ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Pro f i le

昭和30年生まれ
昭和51年 粉河町農協入組、新任
趣味／お寺巡り、ゴルフ
好きな言葉／継続は力なり

代表理事専務　山
や ま

名
な

純
じゅん

一
い ち

組合員が安心して農業に取り組める
ＪＡづくりを目指します

組
合
員・利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
J
A
運
営・経
営
に
よ
り
、よ
り

信
頼
頂
け
る
J
A
づ
く
り
と
農
業
振
興・地
域
振
興
を
目
指
し
て
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NEW SYSTEM
協
同
組
合
理
念
を
基
軸
に

農
業
・
地
域
に
貢
献
す
る
J
A
運
営
に
取
り
組
み
ま
す

第
28
回
通
常
総
代
会
並
び
に
理

事
会
に
於
い
て
、金
融
担
当
常
務

に
選
任
頂
き
ま
し
た
。

現
在
、J
A
自
己
改
革
実
践
の

な
か
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
低
迷

と
い
う
構
造
的
な
問
題
に
、超
低

金
利
の
長
期
化
や
技
術
革
新
に
よ

る
決
済
分
野
を
は
じ
め
と
し
た
他

業
態
か
ら
の
攻
勢
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ

感
染
の
広
が
り
も
加
わ
り
、J
A

基
盤
で
あ
る
農
業
や
地
域
経
済

は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
環
境
下
、協
同
組

合
の
精
神
を
柱
に
し
、第
７
次
中

期
計
画
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン「
元
気

な
農
業
」「
元
気
な
地
域
」「
元
気

な
J
A
」に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
続
き
組
合
員
皆
様
の

ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

Pro f i le

昭和35年生まれ
昭和59年 打田町農協入組、新任
趣味／磯釣り
好きな言葉／一期一会

常 務 理 事 　山
や ま

田
だ

知
と も

己
み

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
第
７
次
中
期
計
画
に
基
づ
い
た

管
内
の
農
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す

組
合
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ

り
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま

し
て
経
済
担
当
常
務
と
い
う
重

責
を
拝
命
し
、身
に
余
る
光
栄
と

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。農

業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
業
者
の
高
齢
化
・
減
少
や
担
い

手
の
不
足
な
ど
管
内
生
産
基
盤
の

縮
小
が
進
む
中
、担
い
手
の
育
成
・

確
保
、優
良
農
地
の
保
全
対
策
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
勢
を
踏
ま
え
、平

成
28
年
に
樹
立
し
た
10
年
後
の
Ｊ

Ａ
紀
の
里
の
目
指
す
べ
き
姿
で
あ

る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
一つ
で「
地
域
農

業
の
振
興
に
よ
る
農
業
者
の
所
得

増
大
」に
向
け
、第
7
次
中
期
3

カ
年
計
画
・
単
年
度
計
画
に
掲
げ

た
取
り
組
み
を
組
合
員
皆
様
と
共

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

Pro f i le

昭和34年生まれ
昭和63年 打田町農協入組、新任
趣味／ドライブ、ゴルフ
好きな言葉／チャレンジ精神

常 務 理 事 　中
な か

山
や ま

裕
ひ ろ

之
ゆ き

常
勤
監
事
と
し
て
再
任
い
た
だ
き
、２
期
目

と
な
り
ま
し
た
。よ
り
一
層
の
常
勤
監
事
と
し

て
責
任
の
重
大
さ
を
鑑
み
、初
心
に
戻
り
職
務

を
全
う
い
た
し
ま
す
。

一
昨
年
か
ら「
み
の
り
監
査
法
人
」監
査
へ

移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
が
問
わ
れ
、理
事

及
び
理
事
会
が
組
合
の
重
要
な
リ
ス
ク
を
的
確

に
認
識
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。併
せ
て
法
令
等
違
反

行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、事
前
の
識
別
・
分

析
・
評
価
・
対
応
に
重
大
な
漏
れ・
誤
り
が
あ
り

著
し
い
損
害
が
生
じ
な
い
か
な
ど
を
監
査
の
基

本
と
し
て
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

監
査
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
紀
の
里
の
健
全
性
・

信
頼
性
の
維
持
向
上
に
努
め
、皆
様
か
ら
よ
り

「
信
頼
さ
れ
」「
愛
さ
れ
る
」Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、ご
支
援
・ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Pro f i le

昭和35年生まれ
昭和57年 那賀町農協入組、再任
趣味／ドライブ
好きな言葉／組織を活かすのは人間だ

常 勤 監 事 　山
や ま

中
な か

　 智
さとし

「信頼され」「愛される」JAであり続ける為の
健全性確保に努めます
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支所だより
News from branch offices

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

西部流通センター前の桃の直売所は今年も大盛況
です。本来なら7月には毎年恒例の桃狩りツアーがあ
りましたが、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から残念ながら中止になってしまいました。そ
れでもやはりあら川の桃は大人気で、多くのお客様が
直売所に来てくれています。消毒の徹底や密を避ける
など新型コロナウイルス感染防止対策を十分に行い、
今年もおいしい桃を販売しています。

西日本最大級の桃産地から贈られる桃はきっとこ
のコロナウイルスで溜まった全国の皆様の疲れを癒
してくれるにちがいありません。

あら川の桃大盛況です桃 山
支 所

6月23日、池田小学校の5年生の生徒たちが、昔な
がらの田植え体験を行いました。

これは、打田支所青年部の食育活動の一環として
行われたもので、暑い中、青年部のお兄さんに植え方
を教えてもらい、泥だらけになりながら苗を一生懸命
に植えました。

自分たちが植えた苗、今から秋の収穫が楽しみです。

田植え体験頑張りました打 田
支 所

出荷最盛期を迎えているＪＡ紀の里の桃
「白鳳」。大阪本場(大果大阪青果(株)果実
売り場)で７月６日に「桃のトップセール
ス」を開催しました。

岩上組合長、山名専務、中山常務、桃部会
の青柳部会長、前阪副部会長、林副部会長他
8名が参加して、「夏の涼、今が旬のＪＡ紀
の里の甘くてジューシーな美味しい桃を是非
ご賞味ください」とＰＲしました。

今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策として、主力品種である「白鳳」を１
個入りスタンドパックに詰めて、密を避け
るように2か所に配布場所を設けて実施しま
した。

「桃のトップセールス」開催
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寄せ植え講習会那 賀
支 所

貴志川支所管内では7月6日に窓口に来店され
たお客様に新鮮なきゅうりをプレゼントしました。7
月6日はサラダ記念日とも言われ、作家の俵万智さ
んが出版した作品の一節がその由来になったそう
です。

きゅうりの旬は6月から8月頃で夏場の水分補給
にも効果があります。

またカリウムが豊富で体内の余分な塩分を排出
でき、むくみの解消も出来ます。簡単に出来るきゅ
うりを使った料理もたくさんあるので皆さんも試し
てみてはいかがでしょうか。

お客様に感謝を込めて貴志川
支 所

OINA食堂では、きらきらキッチンで働いている
方々が作ったカレーやハンバーグのランチを楽しむこ
とができ、月に1度のペースで開店しています。新型
コロナウイルスの影響でしばらく休んでいましたが、
先月から再オープンし、今月もお昼前にはすでに満席
になり、大盛況でした。

次回は8月26日（水）に開店予定です。興味のある
方は一度、ランチを食べに寄ってみてください。

OINA食堂岩 出
支 所

経 済 部 門 で も 金 融 部 門 で 行 わ れ て い る C S
（Customer Satisfactionお客様満足）活動を
行っています。

お客様が気持ち良くご来店して頂き、ご利用頂く為
に日々職員みんなで話し合いを行っています。

みなさまも「何か気になる所」とか、「こう改善した
ら？」と、もしご意見等ございましたら気軽に言って下
さい。

今後のより良い活動の為にお役に立てて行きたい
と思いますのでよろしくお願いします。

粉 河
支 所

CS（Customer Satisfaction
お客様満足）活動

7月16日にかがやき部会那賀支部の寄せ植え講習
会を那賀支所駐車場で開催しました。ハイビスカス、ミ
ニバラ、オリーブ等6種類の花が用意されており、愛情
をもってバランスや花の向きなどのアドバイスをきき
ながら植えていきます。「そっちの花も良いな」「これ
キレイやな」とさまざまな声が聞こえる中、完成した色
あざやかな作品。参加された部会員の皆様は満足げ
な表情で持ち帰られました。完成品は那賀支所正面
入り口に飾っておりますので、気になられた方がいらっ
しゃいましたらぜひ那賀支所へご来店ください。

12月にも寄せ植え講習会開催予定です。
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水
　
稲

水
管
理
は
開
花
期
ま
で
は
や
や
深
水
に
、
登

熟
期
に
は
間
断
か
ん
水
を
行
い
心
白
や
背
白
な

ど
の
高
温
障
害
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

早
い
時
期
の
落
水
は
胴
割
れ
の
発
生
が
多
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
の
標
準
的
な
刈
り
取
り
適
期
は

９
月
10
日
頃（
き
ぬ
む
す
め
は
９
月
22
日
頃
）

で
す
の
で
、
落
水
、
稲
刈
り
は
計
画
的
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
乾
燥
・
調
整
作
業
も
玄
米
品
質

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
設
備
は
事
前
に

点
検
し
、
適
切
な
乾
燥
、
籾
す
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

防
除
に
つ
い
て
は
近
年
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生

が
多
く
、
収
量
・
品
質
の
低
下（
班
点
米
）の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
穂
期
の
畔
の
草
刈

り
と
併
せ
て
次
の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
出
穂
直
前
の
防
除

・
ウ
ン
カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
コ
ブ
ノ

メ
イ
ガ

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
……
…
…
…
…
…
…
…
…
1000
倍

（
14
日
前
／
３
回
）

・
紋
枯
病

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
……
…
…
…
…
…
…
1000
倍

（
14
日
前
／
５
回
）

・
い
も
ち
病
、
も
み
枯
細
菌
病
、
内
頴
褐
変
病

ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
…
1000
倍

（
７
日
前
／
２
回
）

●
出
穂
後
10
日
の
防
除

・
カ
メ
ム
シ
類
、
ウ
ン
カ
類

キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
…
2000
倍

（
14
日
前
／
２
回
）

・
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
幼
虫
、
ウ
ン
カ
類
幼
虫

ア
プ
ロ
ー
ド
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
…
1500
倍

（
７
日
前
／
４
回
）

＊
紋
枯
病
発
生
園
で
は
、

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
……
…
…
…
…
…
…
1000
倍

（
14
日
前
／
５
回
）

・
い
も
ち
病
発
生
園
で
は
、

ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
…
1000
倍

（
７
日
前
／
２
回
）

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
は
株
元
ま
で
届
く
よ
う
に
十
分
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
散
布
も
、
展
着
剤

（
ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン
5000
倍
な
ど
）を
加
用
し
て

く
だ
さ
い
。

野
　
菜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青
ネ
ギ

高
温
期
の
育
苗
は
、
か
ん
水
と
地
温
を
下
げ

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
発
芽
ま
で
は

寒
冷
紗
を
か
け
遮
光
し
地
温
を
下
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
乾
燥
を
防
ぐ
の
に
コ
モ
の
べ
た
掛
け

も
有
効
で
す
。

発
芽
後
も
寒
冷
紗
の
ト
ン
ネ
ル
育
苗
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

か
ん
水
は
、
播
種
か
ら
発
芽
後（
種
の
殻
が

落
ち
る
）ま
で
は
、
た
っ
ぷ
り
か
ん
水
し
て
く

だ
さ
い
。

夏
場
の
高
温
多
雨
の
年
に
、
軟
腐
病
の
発
生

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
風
雨
に
よ
る
付
傷
部
や

食
害
痕
等
か
ら
病
原
菌
が
進
入
す
る
為
、
天
候

を
見
な
が
ら
ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
2000
倍（
７
日
前

／
３
回
）等
で
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
等

の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
為
、
ハ
チ
ハ
チ
乳
剤

1000
倍（
７
日
前
／
２
回
）な
ど
で
定
期
的
に
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ャ
ベ
ツ

１
～
２
月
収
穫
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
播
種
は
８
／

15
頃
ま
で
に
終
え
て
く
だ
さ
い
。

育
苗
期
間
は
、
セ
ル
苗
で
20
～
25
日
間（
本

葉
３
枚
）、
地
床
育
苗
で
は
バ
ラ
播
き
と
し
、

10
～
15
日
後（
本
葉
1．5
～
２
枚
）に
10
×
15
㎝

に
仮
植
え
し
て
、
10
月
上
旬
ま
で
に
定
植
し
て

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

白
菜11

月
収
穫
の
白
菜
の
播
種
は
、
８
／
20
～
30

日
頃
、
１
～
２
月
収
穫
の
白
菜
の
播
種
は
、
９

／
１
～
５
日
頃
で
す
。
育
苗
期
間
は
、
セ
ル

苗
で
20
～
25
日
間（
本
葉
３
枚
）で
、
定
植
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

12
～
１
月
収
穫
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
播
種

は
、
８
／
５
～
20
日
頃
で
す
。
育
苗
期
間
は
地

床
育
苗
で
30
日
間（
本
葉
５
～
６
枚
）、
プ
ラ

グ
育
苗
で
は
25
日
間（
本
葉
３
枚
）で
す
。

夏
播
き
で
は
高
温
期
で
あ
る
た
め
、
寒
冷
紗

に
よ
り
地
温
を
下
げ
、
こ
ま
め
な
か
ん
水
が
必

要
で
す
。

●
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜（
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
等
）の
ネ
コ
ブ
病
対
策

ネ
コ
ブ
病
が
懸
念
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
定
植

10
日
前
ま
で
に
石
灰
窒
素
を
約
100
㎏
／
10
ａ
す

き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
定
植
前
に
ネ
ビ
ジ
ン
粉
剤（
又
は
ネ

ビ
リ
ュ
ウ
）を
20
～
30
㎏
／
10
ａ
施
用（
土
壌

混
和
）し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
育
苗
で
は
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
500

倍
の
２
ℓ
／
育
苗
ト
レ
イ
の
灌
注（
定
植
前
日

～
当
日
）を
併
用
す
る
と
よ
り
高
い
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

セ
ッ
ト
玉
ね
ぎ

８
月
下
旬
か
ら
９
月
初
旬
が
定
植
時
期
に
な

り
ま
す
。
高
温
期
の
定
植
な
の
で
土
が
十
分

湿
っ
た
状
態
で
畝
立
て
し
、
定
植
後
は
か
ん
水

に
留
意
し
、
９
月
中
旬
に
は
萌
芽
が
揃
っ
て
い

る
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
セ
ッ
ト
球
の
冷
温
処
理

８
月
中
旬
頃
か
ら
15
℃
前
後
の
冷
温
処
理

を
行
う
こ
と
で
定
植
後
の
萌
芽
が
促
進
さ
れ

ま
す
。

●
定
植
準
備

10
ａ
当
た
り
に
苦
土
セ
ル
カ
２
号
…
100

㎏
、
Ｂ
Ｍ
リ
ン
ス
タ
ー
…
60
㎏
、
Ｉ
Ｂ
化
成

Ｓ
１
…
80
㎏
、
紀
の
里
化
成
403
…
60
㎏
を
施

用
し
、
土
に
十
分
湿
り
気
が
あ
る
状
態
で
畝

立
て
後
、
白
黒
マ
ル
チ
を
敷
設
し
ま
す
。
定

植
間
隔
は
条
間
20
～
25
㎝
、
株
間
10
㎝
の
４

条
植
え
と
し
ま
す
。
定
植
後
は
か
ん
水
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
夏
秋
野
菜
類
の
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
対
策

次
の
薬
剤
な
ど
を
土
壌
混
和
し
、
播
種
し
ま

し
ょ
う
。
各
施
用
量
は
10
ａ
当
た
り
で
す
。

・
フ
ォ
ー
ス
粒
剤
…
だ
い
こ
ん（
４
～
９

㎏
）、
か
ぶ（
４
㎏
）、
な
ば
な
類（
４
㎏
）、

非
結
球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類（
４
㎏
）
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・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
…
だ
い
こ
ん（
４

～
６
㎏
）、
か
ぶ（
６
㎏
）、
な
ば
な
類（
６

㎏
）、
非
結
球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類（
６
㎏
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

イ
チ
ゴ

◎
い
ち
ご
育
苗
時
期
の
管
理
に
つ
い
て

●
か
ん
水
に
つ
い
て

か
ん
水
は
午
前
11
時
頃
と
午
後
３
時
頃
の
２

回
を
基
本
と
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方
の
多
か
ん

水
は
酸
欠
状
態
と
な
り
病
気
の
発
生
を
助
長
す

る
た
め
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥
に
つ
い
て

育
苗
期
の
後
半（
普
通
ポ
ッ
ト
栽
培
で
は
８

月
中
旬
。
定
植
予
定
期
の
約
１
ヶ
月
前
）に
窒

素
切
り
を
始
め
ま
す
が
、
近
年
の
品
種
は
窒
素

を
切
り
す
ぎ
る
と
芽
無
し（
２
番
果
の
花
芽
が

形
成
さ
れ
な
い
）の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
葉
か
き
に
つ
い
て

葉
か
き（
３
～
４
枚
の
状
態
を
維
持
）は
８

月
中
旬
ま
で
の
晴
天
日
に
行
い
、
定
植
後
は
５

～
６
枚
を
維
持
す
る
程
度
の
葉
か
き
を
行
い
、

生
長
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
害
虫
対
策

ダ
ニ
類
は
常
時
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

ア
グ
リ
メ
ッ
ク 

500
～
1000
倍（
育
苗
期
／
２

回
）や
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル 

2000
倍（
前
日
／
２

回
）な
ど
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
炭
そ
病
や
疫
病
は
ク
ラ
ウ
ン
の
地
際

か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
地
際
に
か
か

る
よ
う
丁
寧
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
新
芽
の
変
形

発
生
要
因

①
過
湿
に
よ
る
疫
病

②
微
量
要
素
欠
乏（
微
量
要
素
含
有
の
液
肥

で
対
策
）　

③
ホ
コ
リ
ダ
ニ（
前
述
ダ
ニ
剤
な
ど
、
ホ
コ

リ
ダ
ニ
に
効
果
が
あ
る
薬
剤
の
散
布
）

柑
　
橘

８
月
の
管
理
作
業
は
先
月
に
引
き
続
き
摘
果

作
業
が
中
心
で
す
。
暑
い
時
期
の
作
業
と
な
り

ま
す
の
で
、
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
の
作

業
は
避
け
、
十
分
に
水
分
補
給
を
行
っ
て
体
調

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

温
州
み
か
ん

●
仕
上
げ
摘
果

仕
上
げ
摘
果
の
目
標
は
、
Ｍ
・
Ｌ
の
階
級

が
中
心
と
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。
仕
上
げ

摘
果
の
時
期
は
果
皮
が
滑
ら
か
に
な
っ
て
く

る
８
月
中
旬
以
降
で
、
葉
果
比
が
20
～
25

（
果
実
１
果
あ
た
り
葉
20
～
25
枚
）に
な
る
よ

う
に
調
整
し
ま
す
。
摘
果
時
の
Ｍ
・
Ｌ
階
級

の
目
安（
表
１
）を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
着
色
促
進
と
黒
変
果
軽
減

マ
ル
チ
を
敷
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
着
色
促

進
の
効
果
や
黒
変
果
軽
減
以
外
に
地
温
上
昇
の

抑
制
や
土
壌
水
分
の
蒸
散
防
止
に
な
り
ま
す
。

白
黒
マ
ル
チ
は
、
刀
根
早
生
で
７
月
下
旬
、

普
通
平
核
無
で
８
月
上
旬
に
敷
設
し
て
く
だ
さ

い
。
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
の
場
合
は
、
刀
根
早
生

で
９
月
上
中
旬
、
普
通
平
核
無
で
９
月
下
旬
に

敷
設
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
着
色
初
期（
収
穫
２
週
間
前
頃
）に

摘
葉
処
理
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
方
法
は
果
実
周

辺
の
葉
を
３
～
４
枚
摘
み
取
っ
て
果
実
に
光
が

当
た
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
か
ん
水

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
葉
か
ら
の
蒸
散
量
が
多

く
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
乾
燥
が
１
週
間
も
続
く

と
樹
勢
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乾
燥
が

続
く
時
は
か
ん
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
乾
燥
防
止
の
た
め
に
樹
冠
下
に
敷
き
わ
ら

等
の
マ
ル
チ
を
行
う
の
も
効
果
的
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅●
夏
期
剪
定

樹
勢
の
強
い
樹
で
は
枝
が
繁
り
、
樹
幹
内
部

ま
で
光
が
入
ら
な
い
の
で
ふ
と
こ
ろ
枝
が
枯
れ

こ
ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、
枝
も
徒
長
的
に
伸

び
、
花
芽
の
着
き
も
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
樹
勢
の
調
整
と
結
果
枝
の
充
実
の
た
め
に

夏
期
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
樹
勢

の
弱
い
樹
で
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

●
収
穫

露
地
の
い
ち
じ
く
で
は
収
穫
が
始
ま
り
ま

す
。
収
穫
は
果
実
温
度
が
上
が
っ
て
い
な
い
早

朝
に
行
い
、
熟
度
を
確
か
め
な
が
ら
丁
寧
に
採

摘
果
す
る
果
実
は
、
腰
高
果
、
傷
果
、
病
害

虫
被
害
果
、
色
の
薄
い
果
実
な
ど
外
観
や
品

質
の
劣
る
も
の
で
す
。

着
果
量
が
多
い
樹
で
、
ま
だ
荒
摘
果
が
済
ん

で
い
な
い
樹
は
肥
大
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
早

急
に
ス
ソ
成
り
や
内
成
り
果
を
摘
果
し
て
樹
勢

低
下
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
着
果
量
の
少
な
い

樹
で
は
摘
果
は
行
な
わ
ず
、
最
終
の
樹
上
選
果

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
晩
柑
類

●
仕
上
げ
摘
果

中
晩
柑
は
大
玉
生
産
が
基
本
で
す
。
そ
の
た

め
８
月
に
仕
上
げ
摘
果
を
終
わ
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
仕
上
げ
摘
果
で
は
、
小
玉
果
、

傷
果
、
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
、
商
品

性
の
低
い
果
実
を
見
落
と
し
の
な
い
よ
う
に
間

引
い
て
く
だ
さ
い
。

●
か
ん
水

温
州
み
か
ん
の
品
質
向
上
に
は
土
壌
を
乾
燥

さ
せ
て
樹
体
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
中
晩
柑
で
は
果
実
肥
大
が
進
む
こ

の
時
期
の
乾
燥
は
、
肥
大
の
抑
制
や
樹
勢
の
低

下
に
繋
が
り
ま
す
。
特
に
不
知
火
や
は
る
み
で

は
酸
高
果
の
発
生
要
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

週
間
以
上
晴
天
が
続
く
場
合
は
20
ミ
リ
程
度
の

か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃●
礼
肥

収
穫
後
か
ら
落
葉
ま
で
は
、
着
果
に
よ
る
消

耗
を
回
復
さ
せ
来
年
の
た
め
の
貯
蔵
養
分
を
蓄

え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
９
月
上

旬
に
千
代
田
化
成
549
を
10
ａ
あ
た
り
に
20
㎏
を

基
準
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
施
肥
量
は
樹
勢
に

応
じ
て
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

表 1. 摘果時の果実横径の目安　果実横径（mm）
8月10日 8月20日 9月1日 9月10日

温　州
みかん

極早生 40～50 44～54 48～58 53～64
早　生 37～46 41～51 46～55 50～59
普　通 34～43 39～48 43～52 47～57

中晩柑
八　朔 56～ 62～ 67～ 72～
清　見 47～ 52～ 57～ 62～
不知火 54～ 57～ 60～ 63～

・温州みかんはM・L級の目安　・中晩柑はL以上の目安
表 2. 防除例

作　目 防除時期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 安全使用基準
（日数／回数）

みかん
中晩柑類 8月下旬

コナカイガラムシ類
アザミウマ類 ダントツ水溶剤 3000倍 1／3
ミカンハダニ ダニコングフロアブル 4000倍 1／1
黒点病 ジマンダイセン水和剤 600倍 みかん30／4

中晩柑90／4
※収穫時期の早い柑橘類には収穫前日数に注意する
※サンホーゼカイガラムシ発生園では8月上旬にコルト顆粒水溶剤2000倍(1/3)を散布する。
※ミカンサビダニ発生園ではダントツ水溶剤に変えて、ハチハチフロアブル2000倍(1/2)を混用散布する
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果
し
ま
し
ょ
う
。
適
熟
の
目
安
は
、
果
実
の
重

み
で
下
垂
し
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
の
果
実

で
す
が
、
８
月
の
高
温
時
に
は
追
熟
が
早
い
た

め
、
少
し
硬
い
状
態
で
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ち
じ
く
の
白
い
樹
液
が
皮
膚
に
付
く

と
か
ぶ
れ
や
す
い
の
で
長
袖
と
薄
手
の
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
等
を
使
用
し
て
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
か
ん
水

適
度
な
土
壌
水
分
を
保
つ
た
め
、
晴
天
が
続

く
場
合
は
、
毎
日
午
前
中
に
少
量
ず
つ
か
ん
水

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

８
月
中
旬
よ
り
花
芽
分
化
が
始
ま
り
ま

す
。
花
芽
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
１
回
目

の
秋
肥
と
し
て
、
紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
を

10
ａ
あ
た
り
80
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
乾
燥
時
に
は
か
ん
水
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

・
斑
葉
病

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
……
…
…
…
…
600
倍

・
う
ど
ん
こ
病

ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
…
2000
倍

・
コ
ウ
モ
リ
ガ

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
……
…
…
…
…
…
…
1500
倍

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

葉
ボ
タ
ン

育
苗
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
育
苗
期
間
は
20

～
25
日
く
ら
い
で
、
本
葉
４
～
５
枚
の
頃
が
定

植
適
期
で
す
。

病
害
虫
の
対
策
と
し
て
次
の
薬
剤
で
防
除
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
・
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
５
……
…
…
…
2000
倍

ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
…
1000
倍

・
根
朽
病

ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
2000
倍

・
立
枯
病

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
600
倍

※
昨
年
赤
系
品
種
で
ピ
シ
ュ
ー
ム
菌
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
2000
倍
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ト
ッ
ク

土
壌
消
毒
も
終
わ
り
播
種
時
期
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
て
播
種
す
る

場
合
は
８
月
中
旬
を
目
安
と
し
、
９
月
中
旬
ま

で
平
準
出
荷
で
き
る
よ
う
計
画
立
て
て
播
種
し

て
く
だ
さ
い
。
播
種
量
は
100
坪
当
た
り
240
㎖
必

要
で
播
種
床
1.5
㎡
当
た
り
20
㎖
を
目
安
に
播
種

し
て
く
だ
さ
い
。
高
温
時
の
育
苗
と
な
る
た
め

事
前
に
ハ
ウ
ス
の
外
側
に
寒
冷
紗
を
被
覆
し
、

畝
の
芯
ま
で
湿
る
よ
う
た
っ
ぷ
り
か
ん
水
し
地

温
を
下
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
播
種
後
は
午
後

か
ら
の
過
湿
と
シ
ン
ク
イ
ム
シ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
シ
ン
ク
イ
ム
シ
防
除

・
ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
…
…
…
…
…
…
1000
倍

・
ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
…
…
…
…
…
2000
倍

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2500
倍

・
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
…
…
…
…
…
…
…
…
2000
倍

表1　品目別防除例

品 目 時 期 対象病害虫 薬剤名 倍 数 収穫前使用日数／回数
桃 9月上旬 カイガラムシ類 スプラサイド水和剤 1500倍 21／2

柿

8月上旬

カキノヘタムシガ
イラガ類
落葉病・炭疽病
うどんこ病
カメムシ類
チャノキイロアザミウマ

フェニックスフロアブル
オンリーワンフロアブル
キラップフロアブル

4000倍
3000倍
2000倍

7／2
1／3
7／2

8月下旬
チャノキイロアザミウマ
カメムシ類
落葉病・炭疽病
うどんこ病

スタークル顆粒水和剤
トップジンM水和剤

2000倍
1000倍

1／3
1／6

いちじく

8月上旬 （展着剤）
疫病

スカッシュ
ランマンフロアブル

2000倍
2000倍

－／－
1／3

8月下旬
（展着剤）
カイガラムシ類
さび病

スカッシュ
モスピラン顆粒水溶剤
ラリー水和剤

2000倍
2000倍
2000倍

－／－
1／3
1／4

梨 8月中下旬

赤星病・黒星病
うどんこ病
シンクイムシ類
アブラムシ類
カメムシ類

トリフミン水和剤
ダントツ水溶剤

2000倍
3000倍

1／3
1／3

スモモ
収穫後 カイガラムシ類 スプラサイド乳剤40 1500倍 14／2

9月上旬 コスカシバ トラサイドA乳剤 200倍 樹幹及び主枝に散布。
収穫後～発芽前2回以内

キウイ
フルーツ ９月上旬 クワシロカイガラムシ

果実軟腐病
ダントツ水溶剤
ベルクート水和剤

2000倍
1000倍

1／3
1／5

梅
7月と9月 ウメシロカイガラムシ スプラサイド水和剤 1500倍 14／2
8月～10月
（発生時） ケムシ類 フェニックスフロアブル 4000倍 1／2

ぶどう
（大粒露地）

8月中旬
（収穫中）

べと病
カメムシ類
コガネムシ類

ＩＣボルドー４８Ｑ
ダントツ水溶剤

25倍
2000倍

―／―
1／3

収穫後
べと病
ブドウトラカミキリ
コガネムシ類成虫

ＩＣボルドー４８Ｑ
スミチオン水和剤４０

25倍
1000倍

―／―
21／2

表 2. 品目別施肥例

品　目 使用時期 施用量（10ａあたり）
桃 9月上旬（礼肥） 千代田化成549……20kg（施用量は樹勢に応じて加減する）

いちじく
8月中旬（追肥） 紀の里1号配合 ………………………………………… 40㎏
9月上旬（追肥） 硫酸加里 ………………………………………………… 10kg

梨 8月中旬（礼肥） 千代田化成549………………………………………… 60kg
梅 9月（土づくり） 完熟堆肥………2t  　または  　アヅミン………80kg

スモモ
収穫後（礼肥） 紀の里化成403………………………………………… 40kg
9月（土づくり） 完熟堆肥………2t  　または  　アヅミン………80kg

※8月～9月のクビアカツヤカミキリ防除例

8 月～ 9 月 クビアカツヤカミキリ

桃、スモモ テッパン液剤 2000 倍 1 ／ 2

桃、スモモ、梅 モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 ／ 3

桃
スプラサイド水和剤

1500 倍 21 ／ 2

スモモ、梅 1500 倍 14 ／ 2
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Topics News
お盆需要期突入！

ＪＡ紀の里の夏果実リレーも終盤を迎え、夏の代表桃からいちじ
くや梨などにバトンタッチし、彩りも変化しつつあります。

これからいちじくが最盛期を迎え秋果実の出荷に変わりますが、
ＪＡ紀の里各直売所ではお盆需要期を迎えにぎわっております。

仏花や墓花はもちろん、贈答用の化粧箱などもたくさんご用意し
ておりますので、お盆のお買い物はＪＡ紀の里各直売所まで！

生活部より ─「家の光図書」今月の一冊を紹介
こねずにできる ふんわりもちもち フォカッチャ
池田愛実 1,100円＋税

日本でも最近ポピュラーになっている、イタリア発祥の平たい食事パン、フォ
カッチャ。そんなフォカッチャを、こねずに簡単に作る手法をご紹介します！夜寝
る前に準備して、朝、手軽に焼き立てが食べられるので、家で初めてパンを作
る人や忙しい人にもお勧めです。塩味のフォカッチャのほかに、牛乳を加えたスイーツフォカッチャも
取り上げます。チーズやフルーツ、野菜などのトッピング次第で、さまざまなアレンジが楽しめます。著
者は国産小麦粉を愛用。地元産小麦粉に地元の野菜をたっぷり使えば、“地産地消パン”になります。
●ご注文は、JA紀の里各支所・事業所の購買窓口までお申し込みください！

生
活

雨除けにもなる！？グリーンカーテン生長中！！
昨今、話題になっている『持続可能な社会をつくるための１７の目標、ＳＤＧｓ』

この２つに該当するのが『グリーンカーテン』です。
県内のＪＡ女性会、各支所・事業所で５月から取り組んでいる『緑のカーテン

大作戦』。もちろん、本所生活部でも『ヘチマ』と『朝顔』で節電対策中です。
種を植えてからもうすぐ２か月、順調に生長を続けています。

ややヘチマが優勢で、朝顔は控えめに花を咲かせている様子。
また、梅雨を迎えたこの頃は窓から降りこんでくる雨除けにも活躍！少々

の雨であればグリーンカーテンが守ってくれます。
節電対策、ＳＤＧｓにもつながり、さらには雨除けにもなるグリーンカーテン。
完成が楽しみです。

 JAカレンダー

8月

18 火 ・男の体験講座「磨き塾」
開講式

19 水 ・ダム・エコル入学式
20 木 ・農業塾
23 日 ・税務・年金無料相談会

9月
15 火 ・男の体験講座「磨き塾」

16 水 ・ダム・エコル
17 木 ・農業塾

27 日
・渉外休日相談・税務無

料相談会
28 月 ・理事会

購
買

販
売

令和２年度9-2月期肥料・農薬の予約とりまとめ
購買部では、令和２年度9-2月期の肥料・農薬の予約取りまとめを行っております。
予約書のご提出がお済みでない方は、早急にご提出いただきます様お願い致します。
特に生産コストを低減する為に農薬については営農対策品目を設定、また、肥料については、ねばる運

動で対象品目を予約すれば最大１０％の助成があり、その他予約値引きや奨励金等もありますので、ぜひ
予約購入をお願い致します。
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Topics News ［トピックスニュース］

めっけもん広場だより 
めっけもん広場には、お盆の準備に欠かせない新鮮な果物・野菜・花等、数多く出荷されていま

す。是非、めっけもん広場をお盆の準備にご利用下さい。お待ちいたしております。
また、8月18日（火）・19日（水）・20日（木）は定休日となります。

OINACITYだより
新鮮な果物や野菜、花などのお盆準備品を取り揃えてお待ちしております。
定休日は、8月19日(水）・20(木）・21(金）の3日間です。
8/26（水）は「ＯＩＮＡ食堂」をオープンしますので、是非お越し下さい。

営
農

令和元年産　柑橘類と柿の生産量調査が7月から始まりました
生産量調査の目的は、管内で決められた５９園地において着果数と肥大

の測定を行い、その結果を過去から積み上げてきた数値と比較することに
よって、本年の生育状況や販売につながる情報を提供しています。

7月5日時点の調査結果では、温州みかんの着果数は品種を問わず豊作
傾向です。一方で中晩柑類の八朔・不知火では前年よりもやや少ない傾向
となっています。これからの仕上げ摘果では、商品価値の高い果実を残し
て、糖度の上がりにくい懐（ふところ）の果実や小玉果・キズ果などの摘果
を講習会や園地巡回を通じて啓発します。

柿の中谷早生の着果数は前年比103％、刀根早生の着果数は前年比
115％となっています。一方で果実肥大は昨年よりも開花期が遅かったの
でやや小さい傾向です。大玉生産に向けて早期の仕上げ摘果を推進して
いきます。

新型コロナウイルス関連支援対策事業の概要
新型コロナウイルスの影響を克服するため、農業者が経営計画に基づいて取り組む
事業継続を支援します。

新型コロナウイルス感染症の発生により、売上減少等の影響を受けた野菜・花き・果樹
等の高収益作物について、次期作に前向きに取組む農業者に対して支援します

経営計画の作成や取組をＪＡ（支援機関）がサポートします！
（※支援機関の支援を受けながら取り組むことが補助の要件です）

【第2回受付】令和2年9月中旬

経営継続補助金

高収益作物次期
作支援交付金

対象者

対象者

補助上限
１５０万円
⑴⑵の合計

農業を営む個人または法人（農事組合法人、株式会社等）※常時使用する従業員数が２０人以下であること

・補助率：３／４　上限：１００万円
⑴経営計画に基づいて実施する経営維持の取組

①国内外の販路の回復・開拓、②事業の継続・回復のための生産・販売方式の確立・転換、
③円滑な合意形成の促進　など
※補助対象経費の１／６以上は、「接触機会を減らす生産・販売への転換」や「感染時の業務継続体制の構築」

・補助率：定額　上限：５０万円
⑵⑴と併せて行う、事業継続に関するガイドライン等に基づく取組

・作業所、事務所、施設設備等の消毒の実施に必要な経費など
※生産部会や集落営農組織などで共同申請も可能

（１５０万円×参画する農業者の数、上限１,５００万円）

令和2年2月から4月の間に野菜・花き・果樹・茶について、出荷実績がある又は廃棄
等により出荷できなかった生産者

※事業の申請には、事前エントリーが必要です。詳細は今月外務デーで配布の案内チラシをご覧ください。
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金
融

9月1日は「防災の日」です！
JA紀の里では毎年のように発生する火災や自然災害等に対して、啓発活動を実施しています。

「台風」「地震」等の備えに対してこの機会に一緒に考えてみませんか？
詳しくはお近くのJA窓口、または渉外担当者にお問い合わせ下さい。
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Topics News ［トピックスニュース］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※農業者年金に加入する
と国民年金の付加年金
に加入する必要があり
ます。 

※①～③の全てを満たす者 女性や後継者も、もちろん加入できます。 

詳細な内容のお問合せ・加入申込・ご相談は、最寄りのＪＡまたは農業委員会へ 

介護センターだより
取り入れよう！！　コグニライフ（認知機能アップ生活）
脳を使うチャンスの多い毎日。それこそがコグニライフです。日々の暮らしのアレコレも、実は脳を鍛
える絶好のチャンス！
例えば・・・
①前の車のナンバープレートを引き算＆掛け算

をする。
②スーパーでの買い物は後戻りをせず、一筆書

きで移動する。
③買い物の合計金額を暗算で出す。
④冷蔵庫整理で判断力と計画力を高める。
⑤しりとりをしながら歩く。
⑥目に入った物の、英語の名前を思い出す。

⑦一昨日のことを思い出しつつ日記を書く。
⑧電話帳を使わずに電話をかけるようにする。
⑨夕食時、昨日と一昨日の夕食のメニューを思

い出すことを日課にする。
⑩新聞は速いペースで正確に音読する。など、

暮らしのあらゆるシーンをコグニライフの場
に変えれば、もう、認知症なんて怖くない！！

参照：コグニサイズ・コグニライフで認知症は自力で防げる。

農業者年金のご案内お
知
ら
せ

ＣＳ（顧客満足度）改善プログラム
桃山支所では顧客満足度向上を目指して月に3回

程度のミーティングを行っています。
今月のテーマは「事前のアポ取りをどのようにし

て上手く取るか」という内容で、渉外職員が組合員
さんのお宅を訪問する際はどのようなことに取り組
めばスムーズな訪問活動ができるのかという話し合いをしました。

その結果、アポイントを取るにはやはり、事前に組合員さんに対してどのようなお得な情報をお届けでき
るのかを説明することが重要課題であるとし、取り組んでいくという内容になりました。
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もやし
 ～節約野菜の王様～ 

野菜ソムリエ上級プロ
KAORUの

イラスト：小林裕美子

現在、日本では、リョクトウやブラッ
クマッペ、大豆を種子とするもやしが
主に生産されていますが、広い意味
ではカイワレやスプラウトなどの発
芽野菜も、もやしの仲間といえます。
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くらしの広場
Living Square

こ
の
時
期
、梅
シ
ロ
ッ
プ
、ス
モ
モ
ジ
ュ
ー
ス
、

ス
モ
モ
シ
ロ
ッ
プ
を
沢
山
作
っ
て
、友
達
に
配
っ

て
ま
す
。み
ん
な
と
て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い

て
く
れ
る
の
で
頑
張
っ
て
ま
す
。	

（
井
上
さ
ん
）

梅
雨
に
入
リ
毎
日
の
大
雨
に
は
大
変
で
し

た
ね
。い
つ
も「
む
っ
く
ん
愛
」を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
。頭
の
体
操
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
は
だ
い
す
き
で
す
。こ
れ
か
ら
も
ず
う
っ
と

続
け
て
下
さ
い
ね
。お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
田
村
さ
ん
）

今
年
も
、娘
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
知
人

に「
桃
」送
り
ま
し
た
！
い
つ
も
喜
ん
で
く
れ

ま
す
!!	

（
北
山
さ
ん
）

今
年
は
長
雨
が
続
き
ま
す
ね
。甘
く
て
お

い
し
い
桃
が
出
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
で
す
が
、一
方
で
は
水
害
に
あ
っ
て
大
変

な
目
に
あ
っ
て
い
る
人
達
が
沢
山
い
る
事
を

思
う
と
何
か
お
手
伝
い
を
と
考
え
る
毎
日

で
す
。	

（
半
田
さ
ん
）

お便り
　紹介

ほっとひと息

●６月号の当選者は次の方々です。
八塚さん　長岡さん　信定さん　中西さん　馬場さん　おめでとうございます★

クロスワードパズル 頭 の 体 操

二重マスの文字を A 〜 E の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

2 香りの良い薬味の一つ。ウナギ
のかば焼きにも振り掛けます

6 ○○○は人のためならず

8 釣り○○○と一緒に海に出
掛けた

9 宣伝などを書いて通行人に
配ります

10 上（かみ）の反対語

11 京都の夏の代表的な行事、
○○○○○の送り火

15 原稿用紙につづることも

16 10円硬貨に最も多く含まれ
る金属

18 イスラム教の礼拝堂のこと

20 人の助けを借りずに○○○
で切り抜けた

21 ○○○○○を引かれる思い
でいとまを告げた

1 夏の夜空で打ち上げ○○○
が開いた

2 飲ん兵衛（べえ）が好きな物

3 ニッケイの樹皮から作られる
スパイス

4 仕事や用事の合間の空いた
時間のこと

5 私は○○○も育ちも東京です

7 ツナ、シーザー、海藻といえば

10 指先の腹側にある筋模様

12 焼き肉のミノ、センマイとい
えばどこの部位？

13 携帯電話を自分に向けてパ
シャッ！

14 力士が土俵上で取るもの

17 泳げない人が腰回りにはめます

19 職人さんに握ってもらって食
べることも

20 まったく派手ではありません

出題／ニコリ

加工品
プレゼント

何が当たるかナ!?

？
答えは、ハガキに　1. 答え　2. 住所　3. 氏名　4. 電話番号　5. ご

意見・ご要望をご記入の上、（〒 649-6494）紀の川市上野 12 番地 5 
JA 紀の里総合企画部クロスワードパズル係までお送りください。

抽選で５名の方にＪＡ紀の里特産の加工品をプレゼントします。
 （８月２０日消印まで有効）

前号の解答

ABCDE
「サングラス」
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紀
の
川
市
貴
志
川
町
に
あ
る
平
池

緑
地
公
園
は
、県
下
最
大
級（
13 

ha
）の

た
め
池
で
、池
の
周
囲
は
1.5
㎞
と
自
然

を
楽
し
み
な
が
ら
散
歩
で
き
る
遊
歩
道

（
春
は
桜
並
木
が
美
し
い
）や
５
つ
の
広

場
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、お
年
寄
り
か

ら
小
さ
い
お
子
様
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

公
園
内
に
は
３
つ
の
古
墳
が
あ
り
、

１
号
墳
は
前
方
後
円
墳
、２
号
墳
は

池
の
中
に
丸
い
円
墳
が
浮
か
ん
で
い
ま

す
。３
号
墳
は
池
に
で
っ
ぱ
っ
た
形
の
円

墳
で
す
。

珍
し
い
水
草
や
多
種
の
水
鳥
や
渡
り

鳥
が
生
息
・
飛
来
し
、亀
の
甲
羅
干
し

な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
和
歌
山
の
朝
日
・
夕
陽
100

選
」に
選
ば
れ
て
お
り
、沈
み
ゆ
く
太

陽
が
水
面
を
茜
色
に
染
め
る
夕
景
は

圧
巻
で
す
。

池
の「
大お

お

賀が

蓮は
す

」は
、夏
の
開
花
時

（
７
月
上
旬
～
下
旬
）に
は
大
き
な
ピ

ン
ク
色
の
花
が
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

毎
年
期
間
限
定（
12
月
～
１
月
に
か

け
て
）で「
貴
志
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、「
平
池
」周
辺
が

色
と
り
ど
り
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
で
彩
ら
れ
ま
す
。（
今

年
は
未
定
で
す
）

【所 在 地】
和歌山県紀の川市貴志川町神戸1073

【アクセス】
 和歌山電鐵甘露寺前駅から徒歩約2分

 和歌山電鐵貴志駅から徒歩約13分
 京奈和自動車道 紀の川Ｉ.Ｃから約30分

 阪和自動車道 和歌山Ｉ.Ｃから約25分
【駐 車 場】

50台（北側・南側合わせて）無料
【問い合わせ】

紀の川市 都市計画課
☎ 0736-77-2511 県内広報誌共通企画

つれもていこーよ

「 

平ひ

ら

池い

け

緑り
ょ
く

地ち

公こ

う

園え

ん 

」Ｊ
Ａ
紀
の
里
発
信
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読者の広場
Reader's Square

西
岡
さ
ん
宅
の
陸
く
ん
は
天

然
記
念
物
の
一
種
で
あ
る
甲
斐

犬
で
す
。
出
会
い
は
友
達
の
紹
介

で
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
ブ

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
と
知
り
合
い
、譲

り
受
け
ま
し
た
。
山
梨
県
に
引
き

取
る
際
、西
岡
さ
ん
は
オ
ス
な
ら

「
陸
」
、メ
ス
な
ら
「
空
」
と
名
前

を
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
陸
く

ん
は
西
岡
さ
ん
や
奥
さ
ん
に
は
非

常
に
な
つ
い
て
る
の
で
す
が
、
他

の
人
に
対
し
て
は
人
見
知
り
な
の

で
取
材
を
行
っ
た
際
、
カ
メ
ラ
を

近
づ
け
る
と
警
戒
し
て
し
ま
い
、

距
離
を
保
っ
て
の
撮
影
で
苦
労
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
西
岡
さ
ん
は

「
仕
事
か
ら
帰
る
と
入
口
で
お
座

り
し
て
待
っ
て
く
れ
る
の
で
、仕
事

の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
ま
す
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

谷口 秀峰さん（８５才） 千代子さん（８５才）
貴志川支所管内

年　輪

西岡 誠記さんのペット

陸
りく

くん（オス） 
那賀支所管内

我が家のペット

谷
口
さ
ん
は
結
婚
し

て
58
年
の
仲
の
良
い
ご

夫
婦
で
す
。
農
業
を
し

て
お
り
米
や
桃
を
作
っ

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

秀
峰
さ
ん
は
相
手
を
気
遣
え
る
優
し
い
性

格
と
千
代
子
さ
ん
は
人
と
話
す
こ
と
が
好
き

な
明
る
い
性
格
で
お
互
い
に
惹
か
れ
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
２
人
は
年
金
旅
行
に
参

加
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
毎
年
旅
行
に
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

海
外
旅
行
に
も
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
そ
の
時

の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

秀
峰
さ
ん
は
１
日
の
出
来
事
を
日
記
に
書

く
こ
と
が
日
課
で
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
や

言
葉
を
書
き
留
め
て
い
た
り
千
代
子
さ
ん
は

小
さ
い
時
か
ら
踊
り
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で

日
本
舞
踊
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
旅
行

に
行
け
ず
残
念
そ
う
で
し
た
が
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
２
人
で
旅
行
に
行
き
た
い
な
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

信定 ちづよさんのペット

アロハちゃん（メス）ショコラちゃん（メス） 
打田支所管内

我が家のペット

ア
ロ
ハ
ち
ゃ
ん
と
大
の
仲
良

し
、
娘
さ
ん
ち
の
シ
ョ
コ
ラ
ち
ゃ

ん
。
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
仲
良
し
さ

ん
で
す
。

シ
ョ
コ
ラ
ち
ゃ
ん
は
夕
方
の
散

歩
つ
い
で
に
ア
ロ
ハ
ち
ゃ
ん
に
会

い
に
来
ま
す
。
で
も
目
的
は
も
う

一
つ
あ
り
ま
し
た
。
ア
ロ
ハ
ち
ゃ

ん
の
ご
主
人
た
ち
に
お
や
つ
を
頂

く
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

ア
ロ
ハ
ち
ゃ
ん
は
野
菜
好
き
だ

そ
う
で
す
。
特
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
食

べ
る
の
が
好
き
。シ
ョ
コ
ラ
ち
ゃ
ん

の
訪
問
を
楽
し
み
に
待
ち
、
夕
方

に
は
い
つ
も
仲
良
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

ショコラ
アロハ
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雪

月

花

三
界
に
棲
み
家
の
あ
ら
ず
か
た
つ
む
り

打
田
支
所
管
内
　
　
辻
本
俊
子

不
都
合
は
踏
み
潰
さ
れ
て
夏
の
虫

打
田
支
所
管
内
　
　
時
田
一
草

万
緑
に
沈
む
孤
独
や
渓
の
家

打
田
支
所
管
内
　
　
長
谷
史
談

日
の
昇
る
峡
の
代
田
は
万
華
鏡

打
田
支
所
管
内
　
　
満
田
三
椒

駄
々
こ
ね
て
ゐ
る
間
に
溶
け
て
氷
菓
子

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
宇
恵
孝
子

身
の
丈
の
暮
し
に
も
慣
れ
昼
寝
覚

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
大
浦
道
子

夏
料
理
地
産
地
消
を
て
ん
こ
盛
り

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
亀
井 

美
惠
子

卯
の
花
や
想
ひ
出
秘
め
る
通
学
路

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
前

 

廣

※上記の日程は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

ＪＡ紀の里 税務（相続）＆年金
無料相談会のご案内！

税務（相続）・年金などについてご不明な事はございませんか…？
税理士・社会保険労務士・司法書士を招き、お一人おひとりのご
相談に丁寧にお応えします。税務（相続）・年金に関する相談など
お気軽にご相談ください。

税務（相続） 年　　金

令和2年 8 月23日（日）
令和2年 8 月23日（日）

令和2年 9 月27日（日）

場 所：ＪＡ紀の里 岩出支所　　時 間：１2：００～１５：００
＊ご相談はお一人様30分以内とさせていただきます。
＊ご予約優先とさせていただきます。
＊ご予約・お問い合せは各支所窓口・金融渉外担当者までお問い合せください。

令和2年度JA紀の里ふれあいまつり
開催「中止」のご案内

　平素から JA事業に格別のご支援・ご協力を賜り

厚く御礼申し上げます。

　さて本年度開催を予定していました、ふれあい

まつり（夏祭り等）は新型コロナウイルスの収束

が見通せない状況のためやむを得ず『中止』する

ことといたしました。

　ご理解くださいますようお願い申し上げます。

https://www.agrinews.co.jp
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昔むかし
むかし

小お

野の
の

小こ

町ま
ち

ち
ゅ
う
美
人
が
い
て
た
こ

ろ
の
話
や
け
ど
ね
。小
町
は
、男
の
人
か

ら
好
き
や
好
き
や
て
ゆ
わ
れ
て
、え
え

気
に
な
っ
て
た
ん
や
と
。あ
る
時
、あ
ん

ま
り　

し
つ
こ
い
ん
で
、深ふ

か

草く
さ
の

少し
ょ
う

将し
ょ
う

ち
ゅ

う
男
の
人
に「
百
日
通
て
き
た
ら
結
婚
し

て
や
る
」ち
ゅ
う
て
約
束
し
た
ん
や
と
。

そ
い
た
ら
百
日
ま
じ
め
に
通
て
き
た
ん
で

「
こ
り
ゃ
、逃
げ
や
な
」ち
ゅ
う
て
、百
日

目
に
小
町　

逃
げ
た
ん
や
と
。ほ
い
た
ら

深
草
少
将　

あ
と
追
う
て
き
た
ん
で
、小

町　

池
へ
飛
び
こ
ん
だ
ふ
り
し
た
ん
や

て
。ほ
い
た
ら
、少
将
も
あ
と
追
う
て
池

へ
飛
び
こ
ん
だ
ん
や
と
。そ
や
け
ど
、あ

と
で　

う
そ
や
て　
わ
か
っ
た
よ
っ
て
に
、

深
草
少
将
、小
町
の
こ
と
う
ら
ん
で
、蛇

に
な
っ
た
ん
や
し
て
。そ
い
で
、だ
い
ぶ　

た
っ
て
か
ら
の
こ
と
や
け
ど
、こ
こ
た
り
の

「
小
町
の
生
ま
れ
代
わ
り
」ち
ゅ
わ
れ
て

る
、室
谷
の
庄
屋
の
娘
さ
ん
が
お
嫁
に
行

く
日
の
こ
と
や
し
て
よ
。婚
礼
の
行
列
、

池
の
端　

通
り
か
か
っ
た
時
に
大
風
吹

い
て
き
て
、池
か
ら
大
ー
き
な
蛇
出
て
き

て
、娘
さ
ん
池
ぃ
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
し
も

た
ん
や
と
。小
町
や
て
思
て
、深
草
少
将

の
化
け
た
蛇
が
引
き
こ
ん
だ
ん
や
な
。そ

い
で
、こ
の
池「
住じ

ゅ
う

蛇じ
ゃ

池い
け

」ち
ゅ
て
呼
ぶ
よ

に
な
っ
た
ん
や
で
。

『
旧
岩
出
町
の
お
は
な
し
』よ
り

旧岩出町のお話

蛇
へ び

の 池

発行日：令和2年8月5日　編集：総合企画部

※写真はイメージです


